













ANALYSIS ON COMMUNAL BREAD OVENS TO DESCRIBE THE RESOURCE MANAGEMENT 








It can be inferred that communal usage of a communal bread oven in Switzerland would be historically 
reflecting local community’s sustainability. Based on author’s field survey, this paper analyzes their 
efficient ways of resource management for energy and foods in the community. 

































生産 c)運営方法の 3 つに定め分析する。 
（１）インスにおける共同管理 
a）使用人数 
	 インスの共同パン焼き窯は、1782 年には 9 件確認 3 さ
れており、現存しているのは 7 件である。7〜8 家族が窯
1 軒を共同使用している。 
b）穀物資源の生産 














図 1	 インスの共同パン焼き窯（7 件の内の 1 例） 













	 プロペラの共同パン焼き窯は、記録上 1663 年に確認で
きる。6 窯は 20 世紀半ばまで定期的に使用され、1〜2 家
族の同族集落の中で窯 1 軒を使用した。 
b）穀物資源の生産 














	 ラヴォワールでは、記録上 13 件の屋外のパン焼き窯が
確認されており、現存しているのは 7 つ（内 3 件が共同
窯）である。約 5〜10 家族の同族集落の中で、窯 1 軒を
使用した。 
 
図 3	 ラヴォワール（Ravoire）の共同パン焼き窯 
 
b）穀物資源の生産 



























図 5	 ライ麦パンの保存 (Törbel) 
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